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１．当第２四半期（累計期間）のポイント
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当第２四半期（累計期間）のポイント

・2018年４月に診療報酬の改定が実施
・医療機関からは保険償還価格の引き下げによる値下げ要請のほか、

経営環境改善のための値下げ要請への対応も求められる
・仕入先メーカーからは値上げ要請への対応も求められる

環境変化に対応した効率化、合理化が求められる状況となっております。
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取り巻く環境

業績概要

・売上高 19,750百万円（前年同期⽐ +4.5%）
・営業利益 480百万円（前年同期⽐ △36.7％）
・経常利益 493百万円（前年同期⽐ △36.7%）
・四半期純利益 388百万円（前年同期⽐ △16.3%）
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⾃社開発医療機器への取組み

利益率改善への取組み

不整脈事業の全国展開への取組み

新規商品ラインナップ追加への取組み
✓不整脈シミュレーター（コンピュータ内で疑似的に⽣体信号を合成、実際に使⽤する刺激発⽣

装置を接続して、刺激発⽣装置の操作にあわせ不整脈の起源等を判別する能⼒を養成する装
置）の販売準備

2019年3月期の取組みと進捗

✔仕入先メーカーとの協⼒関係の強化を推進。
✔⾃動造影剤注入装置の取り扱い終了（2017年5月）や業務移管委託収入減少（2.5億円

→0.75億円）の影響もあり、利益率が低下。独⾃商品の販売拡⼤に努める。（売上総利益率は
13.0％（前年同期14.9%）、営業利益率は2.4％（同4.0％））

✔⾃動造影剤注入装置など⾃社開発医療機器の研究開発活動を継続中。

✔新規取引先開拓、および近年開拓した施設との取引拡⼤。
✔2018年8月20⽇ 千葉営業所開設
✔2018年10月1⽇ 京都営業所開設

当第２四半期（累計期間）のポイント



２．当第２四半期（累計期間）の決算概況
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前第２四半期
累計期間

（2017年4月－9月）
百分率

当第２四半期
累計期間

（2018年4月－9月）
百分率 増減率

売上高 18,892 100.0％ 19,750 100.0％ +4.5％

売上総利益 2,823 14.9％ 2,568 13.0％ △9.0％

販管費 2,063 10.9％ 2,088 10.6％ +1.2％

営業利益 760 4.0％ 480 2.4％ △36.7％

経常利益 780 4.1％ 493 2.5％ △36.7％

四半期純利益 464 2.5％ 388 2.0％ △16.3％

要約損益計算書
（単位：百万円）
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✔ アブレーション治療
⽤カテーテル類、検
査⽤電極カテーテル
等の販売数量の増加

✔ エキシマレーザ関連
商品が堅調に推移

✔ 脳外科関連商品が堅
調に推移

主な要因

前年同期⽐
4.5%増

通期予想
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（前年同期 14.9％）

（単位：百万円）

前年同期⽐
36.7%減の
4.8億円
営業利益率：2.4％
（前年同期 4.0%）

売上総利益

営業利益（単位：百万円）
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通期予想

前年同期⽐
36.7%減

前年同期⽐
9.0%減
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昨年5月まで販売していた⾃動造影剤注入装置の取り扱い終了の影響の
ほか、同装置の業務委託収入の減少により、前年同期⽐増収、減益。

ACIST減益
△335百万円

ACIST以外の
増収効果

＋80百万円
人員増加による

人件費増加
△48百万円

その他販管費
減少

＋ 24百万円

営業収益営業収益営業収益営業収益 △△△△254254254254百万円百万円百万円百万円 営業費用営業費用営業費用営業費用 △△△△24百万円百万円百万円百万円

480



事業別業績概況
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売上高 前年同期⽐ セグメント利益
（粗利益） 前年同期⽐

不整脈事業 17,613 7.4％ 2,072 1.2％

虚血事業 1,529 22.8％ 404 43.4％

その他事業 607 19.8％ 91 50.2％

合計 19,750 4.5％ 2,568 9.0％

各事業の売上高、セグメント利益（粗利益）
（単位：百万円）
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不整脈事業

売上高176.1億円
(前年同期⽐7.4％増）

✔アブレーション（心筋焼灼術）カテー
テル類、検査⽤電極カテーテル等の主
⼒商品販売増

セグメント利益20.7億円
（前年同期⽐1.2％増）

✔粗利率は11.8％（前年同期は12.5％）

事業別業績概況
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前年同期⽐
7.4%増

前年同期⽐
1.2%増

（予想）
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冷凍ABLカテ
売上高：1,044

電極カテ（ABL）
売上高：738

電極カテ
（ABL機能付）
売上高：2,073

電極カテ（EP）
売上高：4,742

心腔内エコーカテ
売上高：1,734

ICD
売上高：1,123

ペースメーカ
売上高：1,761

CRT-D
売上高：725

不整脈事業その他
売上高：3,669

前年同期⽐
37.6％増

前年同期⽐
24.7％増

前年同期⽐
26.5％増
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事業別業績概況

前年同期⽐
9.0％増

17,613
16,402
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✔ 粗利率は26.5％（前年同期36.1％）

事業別業績概況

セグメント利益4.0億円
（前年同期⽐43.4％減）

売上高15.2億円
(前年同期⽐22.8％減）
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前年同期⽐
43.4%減

✔⾃動造影剤注入装置の取り扱い終了の
影響及び移管業務委託収入の減少

（予想）

前年同期⽐
22.8%減



虚血事業

事業別業績概況
エキシマレーザ血管形成システム稼働台数
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2018年9月21⽇ Bridge（上⼤静脈閉塞⽤）バルーンカテーテル薬事承認取得
下肢末梢動脈治療⽤レーザカテーテルの薬事申請中
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2018年8月14⽇公表のとおり、主要なSPNC社製品の独占販売期間は2019年12月
31⽇まで継続（リードマネジメント製品は2020年12月31⽇まで継続）され、独
占販売契約期間後は非独占販売代理店として販売を継続します。



�⾃己株式の取得などに
よる現⾦及び預⾦の減少
（△5.8億円）
�業績の好調な推移によ
る受取⼿形・売掛⾦・電
子記録債権の増加（4.1
億円）
�償還価格改定を前に購
入を控えていた商品の増
加（1.9億円）

�仕入高増加による買掛
⾦の増加（4.1億円）
�販売価格未妥結による
売上値引引当⾦の増加
（2.1億円）
�⾃己株式の取得による
減少（△6.2億円）
�剰余⾦の配当による減
少（△2.5億円）
●四半期純利益による増
加（3.8億円）

�有形固定資産の増加
（0.7億円）
�繰延税⾦資産の増加
（0.9億円）

要約貸借対照表
（単位：百万円）
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前事業年度末 当第２四半期末 構成⽐ 増減

流動資産 16,451 16,502 92.3% +0.3%

固定資産 1,179 1,367 7.7% +16.0%

資産合計 17,630 17,870 100.0% +1.4%

流動負債 9,867 10,602 59.3% +7.4%

固定負債 390 390 2.2% △0.1%

負債合計 10,258 10,993 61.5% +7.2%

純資産合計 7,371 6,876 38.5% △6.7%

負債純資産合計 17,630 17,870 100.0% +1.4%



キャッシュ･フローの状況

前第２四半期
累計期間

当第２四半期
累計期間 増減

営業活動による
キャッシュ･フロー 580 430 △150

投資活動による
キャッシュ･フロー △114 △145 △30

財務活動による
キャッシュ･フロー △210 △881 △670

現⾦及び現⾦同等物の
増減額 254 △589

現⾦及び現⾦同等物の
四半期首残高 5,375 6,095

現⾦及び現⾦同等物の
四半期末残高 5,630 5,505
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税引前四半期純利益（5.1億円）
仕入債務の増加（4.1億円）
売上値引引当⾦の増加（2.1億円）
法人税等の支払（△1.6億円）
売上債権の増加（△4.1億円）
たな卸資産の増加（△2.6億円）

有形固定資産の取得（△1.1億円）
資⾦の貸付（△0.3億円）

⾃己株式の取得（△6.2億円）
配当⾦の支払（△2.5億円）

（単位：百万円）



3．業績予想
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1,429 1,492 1,524 1,320 1,346
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28,647 31,372 35,266 38,275 41,587

15.3 16.3 17.3 18.3 19.3予想

2019年3月期 業績予想

予想売上高 415億円
（前期⽐8.7%増）
✔既存顧客の深耕と営業エリア拡⼤による上場

以来の連続増収を⾒込む
✓独⾃商品の販売拡⼤と新商材の獲得に努め

る

予想営業利益 13.4億円
（前期⽐2.0%増）
✔医療機関のコスト意識の高まりによる値下げ

要請や仕入先メーカーからの値上げ要請によ
る利益率の低下を⾒込む

✔想定為替レートは110円／ドル
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※当初公表した業績予想から変更なし（単位：百万円）
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2019年3月期 業績予想

増益要因

予想EPS 81.80円
（前期実績75.92円）
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予想当期純利益9.0億円
（前期⽐5.2%増）

※当初公表した業績予想から変更なし

（単位：百万円）

✔不整脈事業において、高度な専門性を⽣
かした提案型営業による既存顧客の深耕
と新規顧客開拓を⾏うことで営業エリア
の拡⼤を目指す

✓メーカーとの関係強化を通じて、仕入コ
ストの低減に取り組む

✓2018年3月期には特別損失（投資有価
証券評価損）を1億2千万円計上している
ため

※予想EPSは8月29⽇に実施した⾃己株式の取得
の影響を考慮しております
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2019年３月期第２四半期累計期間計画（計画⽐）

2019年３月期通期計画（進捗率）
通期計画 不整脈事業 虚血事業 その他

売上高 41,587 47.5% 36,829 47.8％ 3,500 43.7％ 1,256 48.4％

営業利益 1,346 35.7％

経常利益 1,346 36.7％

当期純利益 900 43.2％

21

計画⽐及び進捗率

上期においては売上⾼は概ね計画どおり推移している。営業利益、経常利益の計画⽐、進捗率は低くなっ
ているが、第3四半期以降において、SPNC社製品の日本国内における製造販売業の承認移管業務に対する
収益などが⾒込まれることから、通期の業績予想は当初予想から変更なし。

当第2四半期累計（計画） 当第2四半期累計（実績） 計画⽐

売上高 19,919 19,750 △0.8％

営業利益 572 480 △16.0％

経常利益 572 493 △13.7％

四半期純利益 383 388 ＋1.4％
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配当⾦ 配当性向

2019年3月期 配当予想

✔2018年3月期より
配当性向30％
に基本⽅針変更

予想期末配当 24円

（単位：円）

（予想配当性向 29.3%）

※ 2015年3月期には記念配当1円を含む
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※当初公表した配当予想から変更なし

※予想配当性向は8月29⽇に実施した⾃己
株式の取得の影響を考慮しております



4．参考資料
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� Development
� Venture

� x

常にVenture精神を持ち続け、新医療技
術の開拓と開発に貢献し、その成功に無限
の可能性を求め続ける企業でありたいとの
信念から、社名といたしました。

社名の由来
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企業理念

私たちは、医療業界で患者・医師・医療関係者のニーズを絶え
間なく追求し、創造的なソリューションを提供する事で、社会に
貢献する集団です。

目標に向かって個々の⼒を最⼤限に発揮する『心』ある社員
により集団を結成し、確かな未来を⾒据え、目的意識を明確に保
持し、変化に対応する新しい企業です。
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沿革
1986年 心臓ペースメーカ販売とフォローアップ業務を目的として、 ㈱ヘルツを設⽴
1992年 心臓電気⽣理検査⽤機器の輸入販売を開始
1997年 医療機器輸入会社㈲シー・エム・アイジャパンを子会社化

（株式会社に改組後、ディーブイエックスジャパン㈱に商号変更）
2000年 ⾃動造影剤注入装置（ＡＣＩＳＴ）の輸入販売を開始
2000年 ⽇本で初めてＡＥＤ（⾃動体外式除細動器）を販売（⽇本航空の航空機内に搭載）
2003年 エキシマレーザ血管形成システムの輸入販売を開始
2004年 ディーブイエックスジャパン㈱を吸収合併、㈱ヘルツからディーブイエックス㈱に

商号変更
2007年 ジャスダック証券取引所に株式上場（現 東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ）
2008年 エキシマレーザ心内リード抜去システムの薬事承認を取得
2010年 ㈱メディカルプロジェクトより静岡の営業拠点を事業譲受
2011年 「エキシマレーザ血管形成システム」のリードロッキングデバイスが保険適⽤
2012年 「エキシマレーザ血管形成システム」の冠動脈形成⽤レーザカテーテルが保険適⽤
2013年 東京証券取引所市場第二部に上場
2014年 東京証券取引所市場第一部に上場
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国内・海外医療機器製造業者

医療施設

販売代理店

国内（輸入）総代理店

国内・海外医療機器製造業者

（輸入・仕入）

（薬事承認）

不整脈事業

虚血事業

主要事業のビジネスモデル
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事業内容①

（販売）

（販売）

（輸入・仕入）

（販売）

（販売）



不整脈事業 虚血事業

販売代理店 国内総代理店

（特徴）
体内に植え込むペースメーカ等のデ
バイスは電池の寿命が８~10年程度
となっており、⻑期にわたって正常
な機能性をもたせるためのフォロー
アップが必要となります。したがっ
て、当事業は既存顧客の売上に新規
顧客の売上が「積み上がる」安定的
な事業モデルとなります。

（特徴）
医療現場が求めるニーズを汲み取り、
海外メーカ等から直接、医療機器を
輸入する事業です。独⾃性を有し、
且つグローバル企業の医療機器と競
合しないニッチトップ製品の取扱い
をポリシーとしており、競合品が少
ないことから製品ライフサイクルは
⻑くなる傾向があります。
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主要事業のビジネスモデル

事業内容②



販売代理店 国内総代理店

心臓ペースメーカ

ＩＣＤ（植込み型除細動器）

ＣＲＴ－Ｄ
（両室ペーシング機能付き植込み型除細動器）

アブレーションカテーテル
（心筋焼灼術⽤カテーテル）

電極カテーテル（検査⽤）

エキシマレーザ血管形成システム

心内リード抜去（保険適⽤）
冠動脈形成（保険適⽤）

末梢血管形成（申請中）

稼動台数 130台(2018年9月末)

取扱い医療機器 約18,000点
取引医療施設 約1,600施設
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事業内容③

不整脈事業 虚血事業

主要取扱い製品



不整脈

虚血

その他

（特徴）
◎不整脈事業の売上高が多く89.2％、虚

血事業の売上高は7.7％にとどまりま
すが、ビジネスモデルの違いから粗利
益率は虚血事業が不整脈事業より高く
なります。

◎虚血事業は独⾃にマーケティング、
薬事承認を⾏うコストが発⽣すること
になります。

◎不整脈事業は、２年毎の償還価格改定
が⼤きく影響します。

◎虚血事業では一部輸入事業を⾏ってい
ることから為替相場（ドル円）の影響
を受けます。１円の円安は年間約1百
万円程度の減益要因となります。

2019年3月期第2四半期（累計）事業別粗利益率
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事業内容④

不整脈事業

88889.29.29.29.2％％％％

虚血事業
7.77.77.77.7％％％％

11.8%

26.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

不整脈事業 虚血事業



国⺠医療費
わが国の国⺠医療費は年々増加し、2013年度（平成
25年度）には約40兆円に達しており（表1）、今後
20年間は⾼齢化のさらなる進展と⼈⼝減少という⼤き
な⼈⼝構造の変化（表2）や技術革新等により引き続
き医療費が伸びると⾔われています。加えて、今後、
所得に対する負担率の増加が⾒込まれており（表
3）、これにより診療報酬体系の⾒直しや保険償還価
格の引き下げなど、政府の医療費抑制政策は⼀層加速
するものと考えられております。

●国⺠医療費の推移（表1） ●日本の将来推計⼈⼝（表2）

資料：厚⽣労働書ホームページ 「平成28年度 国⺠医療費の概況」より抜粋
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-iryohi/16/index.html

資料：厚⽣労働書ホームページ 「医療費の将来⾒通しに関する検討会」資料より抜粋
http://www.mhlw.go.jp/shingi/2007/07/s0701-2.html

●国⺠給付費の将来⾒通し（表3）
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国⺠医療費
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資料：国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所ホームページ
「日本の将来推計⼈⼝（平成29年推計）」より抜粋
http://www.ipss.go.jp/pp-zenkoku/j/zenkoku2017/pp_zenkoku2017.asp



医療機器・⽤品市場
国⺠医療費のなかで医療機器・⽤品
（医療機関、⼤学・研究所向け）の占
める割合を⾒ると、末端マーケットサ
イズで1993年度に初めて２兆円を突破
しましたが、その後、政府の医療費抑
制策をうけ保険償還価格の⼤幅な⾒直
しが⾏われており、末端マーケットの
伸びは低くなっています。

こうした中で、当社がメインターゲッ
トとしている循環器系疾患は、当面⼈
⼝増加が予想される65歳以上の⾼齢者
において増加する疾病であり、⾼齢化
社会の到来により患者数は⼤きく増⼤
していくものと予想されます。
さらに、ライフスタイルの変化が患者
数増加に拍⾞をかけており、価格面で
は他の医療機器・⽤品と同様に医療費
抑制策の影響を受けて下落傾向にある
ものの、市場そのものは⼤きく拡⼤し
ていくものと予想されております（表
4, 表5）。

●医療機器・⽤品の末端マーケットサイズの推移（表4） 単位：億円、% （ ）内は伸び率

※31業種：医療機器卸・⼩売
32業種：医療⽤品卸⼩売

＊は診療報酬・薬価改定年度

資料：㈱アールアンドディ「医療機器・⽤品年鑑 2018年版 NO.1」

資料：厚⽣労働書ホームページ 「平成28年度 国⺠医療費の概況」より抜粋
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-iryohi/16/index.html

●疾病別医科診療医療費（表5）
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医療機器・⽤品市場
2013年度 *2014年度 2015年度 *2016年度 2017年度

（推測）
*2018年度
（予測）

末端マーケットサイズ 29,400 29,860 30,290 31,120 31,720 32,200

(4.8) (1.6) （1.4） （2.7） （1.9） （1.5）

①卸・⼩売業者直販分 25,940 26,380 26,830 27,700 28,320 28,900

(4.9) (1.7) （1.7） （3.2） （2.2） （2.0）
うち31,32業種の直販

分
22,500 22,850 23,350 24,320 25,000 25,600

(5.1) (1.6) （2.2） （4.2） （2.8） （2.4）

②メーカー・輸入商社直販分 3,460 3,480 3,460 3,420 3,400 3,300

(4.2) (0.6) (-0.6) (-1.2) (-0.6) (-2.9)



不整脈事業（販売代理店業）の市場
不整脈とは、⼼臓を動かす刺激の発⽣または刺激が伝わる伝導路の異常によって⼼臓のリズムが乱れる疾病のことで、脈が
遅くなる「徐脈」、速くなる「頻脈」、リズムが不規則になって脈が⾶ぶ「期外性収縮」の３つに⼤別されます。原因は、
先天的なもの以外に⾼齢化や喫煙、ストレスなどといわれています。不整脈事業の市場は、⾼齢化や⽣活スタイルの変化に
伴う患者数の増⼤、新商品開発による適応患者の増加により安定した拡⼤を続けております。
商品別では、⼼臓ペースメーカ市場、ＩＣＤ（植込み型除細動器）やＣＲＴ－Ｄ（両室ペーシング機能付き植込み型除細動
器）といったハイパワーデバイスと呼ばれる商品市場が伸び悩む半面、アブレーションカテーテル（⼼筋焼灼術⽤カテーテ
ル）、電極カテーテル（検査⽤）の市場規模が⼤きく伸びており、横ばい状況が続いている医療機器・⽤品市場全体の中に
あって、不整脈事業の市場は堅調に増加しております。今後も保険償還価格の下落は避けられないものの、市場そのものが
拡⼤基調にあるため、このマイナス分を⼗分に補うことができると⾒られております（表6）。

資料：㈱アールアンドディ「医療機器・⽤品年鑑 2018年版 No.1」より抜粋

●疾病別医科診療医療費（表6）

事業別市場

（単位：百万円）
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製品
2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年（予測）

伸び率 ※ 伸び率 伸び率 ※ 伸び率 伸び率 ※ 伸び率

⼼臓ペースメーカ 37,951 2.3% 38,128 0.5% 38,485 0.9% 38,085 -1.0% 37,905 -0.5% 37,440 -1.2%

ＩＣＤ/ＣＲＴ－Ｄ 30,079 4.4% 28,563 -5.0% 28,116 -1.6% 30,933 10.0% 29,675 -4.1% 30,190 1.7%

アブレーションカテーテル 12,455 10.5% 13,190 5.9% 17,330 31.4% 22,170 27.9% 26,710 20.5% 32,445 21.5%

電極カテーテル（検査⽤） 17,792 17.9% 18,028 1.3% 21,640 20.0% 22,935 6.0% 30,004 30.8% 31,495 5.0%

リード類 13,644 3.4% 12,201 -10.6% 11,472 -6.0% 11,959 4.2% 11,384 -4.8% 11,120 -2.3%

合計 111,921 6.1% 110,110 -1.6% 117,043 6.3% 126,082 7.7% 135,678 7.6% 142,690 5.2%

（参考）当社売上⾼（実績）

全社 26,420 15.5% 28,647 8.4% 31,372 9.5% 33,200 5.8% 35,266 6.2% 38,275 8.5%

内不整脈事業 21,607 14.7% 23,268 7.7% 25,667 10.3% 27,137 5.7% 29,542 8.9% 33,603 13.7%

市場占有率 19.3% 21.1% 21.9% 21.5% 21.8% 23.5%



虚血事業（国内総代理店業）の市場
虚血性疾患は、血管が詰まったり細くなったりして起こる疾病で、⼼臓の冠動脈が原因で起こる⼼筋

梗塞や狭⼼症、脳の血管が原因で起こる脳梗塞等がその代表的なものです。
原因となる動脈硬化は、糖尿病や⾼血圧、⾼脂血症等によって進⾏し、肥満や喫煙、運動不⾜、スト

レスの多い⽣活も動脈硬化を促進させるといわれております。

当社は、輸入総代理店として医療機器を販売しておりますが、医療機器として国内流通させるために
は医薬品医療機器等法に基づき厚⽣労働省の承認が必要になります。

事業別市場
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心臓ペースメーカ
⼼臓ペースメーカは、不整脈のうちでも、主
に徐脈の治療に使⽤されますが、同市場は、
数量ベースでは増加基調が続いているものの、
償還価格の引き下げによる影響を受けており、
直近の市場規模は380億円前後で推移してお
ります。（表7）。
今後の⾒通しとしては、2018年4月の改定に
よりMRI対応という区分が無くなる等、償還
価格の低下傾向は続くと思われるものの、引
き続き⾼齢化等による患者数の増加により数
量の伸びが予想されるとともに、MRI対応以
外の新しい機能が付加された商品の投入によ
り⾦額ベースでも伸⻑することが⾒込まれて
います。

●⼼臓ペースメーカの市場規模（表7）

資料：㈱アールアンドディ「医療機器・用品年鑑 2018年版 No.1」を基に当社作成

不整脈事業（販売代理店業）の主要製品市場
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ＩＣＤ（植込み型除細動器）
●ＩＣＤの市場規模（表8）

資料：㈱アールアンドディ「医療機器・⽤品年鑑 2018年版 No.1」を基に当社作成

⼼臓ペースメーカが徐脈の治療に使⽤され
るのに対してICD（植込み型除細動器）は
頻脈の治療に⽤いられております。
同商品は、1996年4月の診療報酬改定で保
険適⽤となっており、⼼臓ペースメーカと
⽐較すると新しい商品ですが、適応患者の
増加や新商品の登場とともに市場規模が拡
⼤しております。
2016年には⽪下植込式電極併⽤型S-ICD
が発売され、血管内にリードを埋め込まな
いため感染症や合併症などのリスクを低減
できるとして初年度から市場にインパクト
を与えました。（表8）。

不整脈事業（販売代理店業）の主要製品市場
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ＣＲＴ－Ｄ
（両室ペーシング機能付き植込み型除細動器）

●ＣＲＴ－Ｄの市場規模（表9）

資料：㈱アールアンドディ「医療機器・⽤品年鑑 2018年版 No.1」を基に当社作成

CRT-D（両室ペーシング機能付き植込み型
除細動器）は、ICDの機能と⼼不全の治療の
⼀種である⼼臓再同期療法の機能を併せ持つ
商品であり、2006年8月に保険適⽤を受け
たものです。
CRT-Dは施設基準、算定基準の他、適応基
準が定められており、予防としての採⽤が制
限されている影響で、新規植込みは⼤きな伸
びがない状況ですが、2016年に⾃動調整機
能搭載、2017年にマルチポイントペーシン
グ機能搭載が発売されるなど⾼機能新製品の
発売により微増傾向にあります（表9）。

不整脈事業（販売代理店業）の主要製品市場
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アブレーションカテーテル
（心筋焼灼術⽤カテーテル）

●アブレーションカテーテルの市場規模（表10）

資料：㈱アールアンドディ「医療機器・⽤品年鑑 2018年版 No.1」を基に当社作成

アブレーションカテーテル（⼼筋焼灼術⽤カ
テーテル）は、頻脈の原因となる⼼筋組織を
焼灼することで治療する商品であります。
ＷＰＷ症候群と呼ばれる症状の他、房室結節
リエントリ性頻拍（AVNRT）、⼼房粗動
（AFL）、⼼室頻拍（VT）に加え、⼼房細動
（Af）の治療にも⽤いられるようになる等、
対象となる症例の幅が広がってきたことから
市場規模は年々増加しており、今後もその傾
向が続くものと考えられます（表10）。

なお、冷凍アブレーションカテーテルは、カ
テーテル⼼筋冷凍焼灼術に使⽤する商品で、
カテーテル⼼筋冷凍焼灼術は、より短時間で
確実な⼼房細動治療を可能とします。

不整脈事業（販売代理店業）の主要製品市場
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電極カテーテル（検査⽤）

●電極カテーテルの市場規模（表11）

電極カテーテルは、不整脈の診断、重症度評
価、抗不整脈薬の薬効評価の他に、⼼臓ペー
スメーカや⼿術療法、ＩＣＤの適応決定等、
重要な役割を持った商品であります。不整脈
の症例数増加に伴って継続的に数量が増加し
ており、今後もこの傾向は続くものと考えら
れます（表11）。

不整脈事業（販売代理店業）の主要製品市場
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資料：㈱アールアンドディ「医療機器・⽤品年鑑 2018年版 No.1」を基に当社作成
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当社が日本国内で独占販売しているエキシマレーザ血管形成システムには、現在日本国内において以下
の２つの治療に適⽤が認められています。

① エキシマレーザによる心内リード抜去術
ペースメーカやＩＣＤ等のデバイスが菌に感染すると、デバイスと⼼臓をつなぐリード線を通じて全身

に菌の感染が広がります。感染を完全に治療するには、感染源であるデバイスやリード線を抜去する必要
があります。しかし、リード線は血管内や⼼臓内に⻑期間留置されることで、血管や⼼臓の組織と癒着し
ており、抜去することが困難になります。レーザシースカテーテルの先端から照射するエキシマレーザに
より、リード線に癒着した血管や⼼臓の組織を蒸散して剥離することで、リード線の抜去を可能にしま
す。

② リードロッキングデバ
イスをペースメーカ等の
リード線中空に挿入

③ リードロッキングデ
バイスを広げペースメー
カ等リード線に固定

④ リードロッキングデ
バイスを牽引しながら
ペースメーカ等リード
線にレーザーシースを
かぶせる

⑤ 癒着部分を蒸散し
リード線を血管壁から
剥離

⑥ ペースメーカ等リード
線を抜去終了

①ペースメーカ、ＩＣＤ
リード線が癒着
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②エキシマレーザによる冠動脈形成術
⼼臓に血液を運ぶ冠動脈が動脈硬化や血栓によって狭窄ま
たは塞栓すると、狭⼼症や⼼筋梗塞の原因になります。
血管内に挿入したエキシマレーザ専⽤カテーテルの先端か
ら狭窄や塞栓を起こしている部位にエキシマレーザを照射
することにより、血栓などを分子レベルで分解し冠動脈の
血流を改善します。

2012年4月にエキシマレーザ⼼内リード抜去術の⼿技（治
療⾏為）が正式に保険収載され、エキシマレーザによる冠
動脈形成術も、2012年4月に⼿技が保険適⽤となったのに
続き、7月には専⽤のカテーテルの償還価格が認められたこ
とで、⼀般の保険診療として治療に⽤いることが認められ
ました。当社が販売するエキシマレーザ血管形成システム
は、この⼼内リード抜去術や冠動脈形成術に使えるレーザ
装置として日本国内で唯⼀承認された商品です。
年間43,000⼈以上が死亡する急性⼼筋梗塞やステント治療
後の狭窄や塞栓の再発の治療において、エキシマレーザが
持つ⼤きなメリットに対する医師の関⼼が⾼まっており、
冠動脈形成術の本格的な普及を予想しております。

①病変部へガイドワイヤー
を通します

②レーザカテーテルを入れます ③病変部へレーザを照射します ④病変部が蒸散
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●レーザカテーテルの販売実績の推移（表13）
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本資料はディーブイエックス株式会社の理解を促す参考に資するため、作成したものであり、本資料に記載されている計
画、⾒通し、戦略およびその他の歴史的事実でないものは、作成時点において入⼿可能な情報に基づく将来に関する⾒通
しであり、さまざまなリスクおよび不確実性が内在しています。実際の業績は経営環境の変動などにより、これら⾒通し
と⼤きく異なる可能性があります。また、本資料に記載されている情報は、公開情報などから引⽤したものであり、情報
の正確性などについて保証するものではありません。

■ＩＲについてのお問い合わせ先 財務経理部
TEL：03-5985-6832 FAX：03-5985-6106 ＵＲＬ http://www.dvx.jp/
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